
1

高知大学における高知大学における高知大学における高知大学における
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○ 高知県唯一の国立総合大学 1949年設立
６６６６学部（人文社会、教育、理工、医、農林海洋、地域協働） + 土佐さきがけＰ

○ 学部学生数 4,949 名 大学院生数（1研究科） 498 名
○ 教職員数 1,851 名 (平成29年5月現在)   計 7,298 名

○ 世界大学ランキング（Times Higher Education 2018)
601－800位 （国内13-29位）

○ 地域課題の解決を高知県と共に行う全学的な教育研究
組織体制を構築

○ 県内市町村数・・・３４（市１１ 町１７ 村６）
○ 人口・・・約７２万人（うち高知市３４万人）
○ 特徴（課題）・・・人口は全国に１５年先行して自然減

高齢化率の上昇は全国の10年先行
「地域で若者が誇りと志を持って働ける高知県」の実現

に向けて産業振興計画などの取組みを官民協働で推進

高知大学の概要

高知県の概要

「「「「高知」の概要高知」の概要高知」の概要高知」の概要

脇口宏 学長

尾崎正直 知事 2
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地方創生と大学の役割地方創生と大学の役割地方創生と大学の役割地方創生と大学の役割
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キャンパスが県中央部に集中キャンパスが県中央部に集中キャンパスが県中央部に集中キャンパスが県中央部に集中
地域からの「声」が遠い地域からの「声」が遠い地域からの「声」が遠い地域からの「声」が遠い

地域課題が多様化地域課題が多様化地域課題が多様化地域課題が多様化
解決のための新たな切り口が必要解決のための新たな切り口が必要解決のための新たな切り口が必要解決のための新たな切り口が必要

産業振興推進地域本部にＵＢＣ
サテライトオフィスを設置。ＵＢＣＵＢＣＵＢＣＵＢＣ
（特任教員）（特任教員）（特任教員）（特任教員） ４名が常駐４名が常駐４名が常駐４名が常駐する。

産業振興推進地域本部

高知大学キャンパス

課題課題課題課題

高知大学高知大学高知大学高知大学

地域産業振興監・地域支援企画員とＵＢＣとの連携による地域産業振興監・地域支援企画員とＵＢＣとの連携による地域産業振興監・地域支援企画員とＵＢＣとの連携による地域産業振興監・地域支援企画員とＵＢＣとの連携による
新たな課題解決体制の構築新たな課題解決体制の構築新たな課題解決体制の構築新たな課題解決体制の構築

高知県高知県高知県高知県

地域産業振興監
地域支援企画員

UBC：高知大学地域コーディネーター
(University Block Coordinator)

幡多地域

高幡地域

仁淀川
地域

高知市
地域

嶺北地域

安芸地域

物部川地域

平成平成平成平成25252525年度「地（知）の拠点整備事業」採択年度「地（知）の拠点整備事業」採択年度「地（知）の拠点整備事業」採択年度「地（知）の拠点整備事業」採択

高知県産業振興計画に基づき、県内

７ブロックに設置されている産業振興産業振興産業振興産業振興

推進地域本部推進地域本部推進地域本部推進地域本部に常駐。地域発の取り
組みを支援する任務を担う。

高知高知高知高知大学インサイド・コミュニティ・システム大学インサイド・コミュニティ・システム大学インサイド・コミュニティ・システム大学インサイド・コミュニティ・システム
（（（（KICSKICSKICSKICS：：：：Kochi university Inside Community SystemKochi university Inside Community SystemKochi university Inside Community SystemKochi university Inside Community System））））
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ＵＢＣを介した大学教職員・学生と
地域との域学協働

県下全域的な地域ニーズ収集と効
率的マッチング

ワンストップコーディネーターとして
地域を巡回

教室機能を備えた学習施設を設置

同窓生ネットワーク事務局を設置

「地域づくり」システム
構築

地域の課題解決のた
めの拠点形成

課題相談窓口の一本
化

地域の学習拠点形成

同窓生の絆の醸成

ＣＯＣＣＯＣＣＯＣＣＯＣ高知高知高知高知モデルモデルモデルモデル

ＫＫＫＫ ＩＩＩＩ ＣＣＣＣ ＳＳＳＳ

ＵＢＣを駆動力として・・・ＵＢＣを駆動力として・・・ＵＢＣを駆動力として・・・ＵＢＣを駆動力として・・・

・地域再生・活性化システム
の構築

・学内各部局の有機的接合
の促進

大学と地域の協働的発展大学と地域の協働的発展大学と地域の協働的発展大学と地域の協働的発展

その懸け橋としてのＵＢＣその懸け橋としてのＵＢＣその懸け橋としてのＵＢＣその懸け橋としてのＵＢＣ



生涯学習ニーズのある地域に講師をお届けする ““““出前公開講座出前公開講座出前公開講座出前公開講座””””

1%

6%

13%

16%

16%

26%

20%

2%

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答
受講者の年齢構成

○○○○地元役場との連携により開講地元役場との連携により開講地元役場との連携により開講地元役場との連携により開講

（大学）地域の生涯学習ニーズの詳細を役場職員から事前（大学）地域の生涯学習ニーズの詳細を役場職員から事前（大学）地域の生涯学習ニーズの詳細を役場職員から事前（大学）地域の生涯学習ニーズの詳細を役場職員から事前
にヒアリング、対応可能な教員を講師として派遣にヒアリング、対応可能な教員を講師として派遣にヒアリング、対応可能な教員を講師として派遣にヒアリング、対応可能な教員を講師として派遣

（役場）広報紙、地域内放送等により住民への広報を担う（役場）広報紙、地域内放送等により住民への広報を担う（役場）広報紙、地域内放送等により住民への広報を担う（役場）広報紙、地域内放送等により住民への広報を担う

○平成21年度からの

受講延べ人数2,900名

○受講者の過半数が
50代以上（右図）

� 大学等による公開講座の大半は大学キャンパス内や人口密集地での実施

� 移動に困難を抱える人・地域への生涯学習ニーズを十分に満たせない

ここを「大学連携ここを「大学連携ここを「大学連携ここを「大学連携

型ＣＣＲＣ（生涯型ＣＣＲＣ（生涯型ＣＣＲＣ（生涯型ＣＣＲＣ（生涯

活躍のまち活躍のまち活躍のまち活躍のまち）構）構）構）構
想」へ想」へ想」へ想」へ発展！発展！発展！発展！

出前公開講座出前公開講座出前公開講座出前公開講座
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１１市町村へ１１市町村へ１１市町村へ１１市町村へ



1st preparation phase 地域を“知る”地域を“知る”地域を“知る”地域を“知る”1st preparation phase 地域を“知る”地域を“知る”地域を“知る”地域を“知る”

3rd preparation phase 地域と“会う”地域と“会う”地域と“会う”地域と“会う”

4th preparation phase 地域を“体験する”地域を“体験する”地域を“体験する”地域を“体験する”

Start-up  phase 地域に“根付く”地域に“根付く”地域に“根付く”地域に“根付く”

「地方創生推進士」

Start-up  phase 地域に“根付く”地域に“根付く”地域に“根付く”地域に“根付く”

「地方創生推進士」

入学前支援入学前支援入学前支援入学前支援 県内での学びの魅力を“伝える”県内での学びの魅力を“伝える”県内での学びの魅力を“伝える”県内での学びの魅力を“伝える”入学前支援入学前支援入学前支援入学前支援 県内での学びの魅力を“伝える”県内での学びの魅力を“伝える”県内での学びの魅力を“伝える”県内での学びの魅力を“伝える”

高知大学・高知県立大学高知大学・高知県立大学高知大学・高知県立大学高知大学・高知県立大学

高知工科大学・高知高専高知工科大学・高知高専高知工科大学・高知高専高知工科大学・高知高専

通
常

通
常

通
常

通
常
のの のの
教
育
課
程

教
育
課
程

教
育
課
程

教
育
課
程

地域協働教育の実施地域協働教育の実施地域協働教育の実施地域協働教育の実施地域協働教育の実施地域協働教育の実施地域協働教育の実施地域協働教育の実施

大学シーズや学生等による

ノウハウやアイデア段階の
構想を起業に結び付ける

ための各種支援事業。

起業起業起業起業

・・・・ 産学官産学官産学官産学官連携雇用創出支援事業連携雇用創出支援事業連携雇用創出支援事業連携雇用創出支援事業
・・・・ 学生学生学生学生の県内定着または雇用創出に係る研究経費の県内定着または雇用創出に係る研究経費の県内定着または雇用創出に係る研究経費の県内定着または雇用創出に係る研究経費

2nd preparation phase 地域を“もっと知る”地域を“もっと知る”地域を“もっと知る”地域を“もっと知る”2nd preparation phase 地域を“もっと知る”地域を“もっと知る”地域を“もっと知る”地域を“もっと知る”

5th preparation phase 地域と“協働する”地域と“協働する”地域と“協働する”地域と“協働する” （選択）（選択）（選択）（選択）5th preparation phase 地域と“協働する”地域と“協働する”地域と“協働する”地域と“協働する” （選択）（選択）（選択）（選択）

準正課準正課準正課準正課 土佐FBC、ココプラ、えんむすび隊

準正課準正課準正課準正課 コラボ考房プロジェクト（地域課題解決協働実践コース）

学生と企業の
最適なマッチン
グの成⽴

教育プログラ
ムと雇用創出
プログラムの
連携による
相乗効果

準正課準正課準正課準正課 土佐FBCグローカルプログラム、UBCインターンシップ

国家国家国家国家戦略プロフェッショナル検定戦略プロフェッショナル検定戦略プロフェッショナル検定戦略プロフェッショナル検定

「食の６次産業化プロデューサー （LEVEL1～3）」

研修機関認定
ＪＥＴＲＯ高知ＪＥＴＲＯ高知ＪＥＴＲＯ高知ＪＥＴＲＯ高知連携連携連携連携海外販路開拓支援海外販路開拓支援海外販路開拓支援海外販路開拓支援

「土佐FBCグローカルプログラム」

食品産業人材育成事業 土佐ＦＢＣ

起業支援事業

産学官連携事業の支援

起業マインド醸成セミナー

事業構想ブラッシュアップ

事業構想検証支援

場所（サテライト教室）と

資金の提供

本格的起業支援へアプライ

若⼿社員の⾃律化⽀援事業

観光人材育成事業
27人の雇用
創出と 県内
就職率の向

上(H31年度

に36％)

まち・ひと・しごと創生高知イノベーションシステムまち・ひと・しごと創生高知イノベーションシステムまち・ひと・しごと創生高知イノベーションシステムまち・ひと・しごと創生高知イノベーションシステム

県内就職率の向上
26％（H26年度）→36％（H31年度目標）
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県内就職希望者数の増加

雇用の創出
２７人（５年間）

企業の雇⽤創出⼒と採⽤意欲の向上

平成平成平成平成27272727年度「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」採択年度「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」採択年度「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」採択年度「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」採択

高知県・土佐経済同友会・高知県中小企業家同友会高知県・土佐経済同友会・高知県中小企業家同友会高知県・土佐経済同友会・高知県中小企業家同友会高知県・土佐経済同友会・高知県中小企業家同友会

・高知県経営者協会・高知県工業会・高知県経営者協会・高知県工業会・高知県経営者協会・高知県工業会・高知県経営者協会・高知県工業会



• 高知県（土佐ＭＢＡ）の食料産業の中核を担う専門的人材及
び食料産業の拡充に資する基礎人材の育成事業

• 土佐FBC（平成20～24年度）

文部科学省科学技術戦略推進事業

「地域再生人材創出拠点の形成」

• 土佐FBCⅡ（平成25～29年度）

高知県寄附講座

高知県、高知大学、県内自治体、

銀行、JA等の協力により事業を継続

（平成28年度～）

文部科学省「職業実践力育成プログラム（BP）」

「食の6次産業化プロデューサー（食Pro.）」育成プログラム

食品産業中核人材の育成（土佐ＦＢＣ）食品産業中核人材の育成（土佐ＦＢＣ）食品産業中核人材の育成（土佐ＦＢＣ）食品産業中核人材の育成（土佐ＦＢＣ）
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土佐FBCⅡ

市町村
振興協会
500万円

四国銀行
50万円

企業

JA
50万円

高銀地域
振興財団
50万円

寄
附
講
座

高知県と高知大学との包括的高知県と高知大学との包括的高知県と高知大学との包括的高知県と高知大学との包括的
連携協定連携協定連携協定連携協定 ＨＨＨＨ24.12.13締結締結締結締結

趣
旨

賛
同

趣
旨

賛
同

奨学寄附金群

高知県
1,250万円

個人

高知大学
1,500万円

支援体制支援体制支援体制支援体制支援体制支援体制支援体制支援体制

平成平成平成平成29292929年度予算総額：約年度予算総額：約年度予算総額：約年度予算総額：約 3,6003,6003,6003,600万円万円万円万円平成平成平成平成29292929年度予算総額：約年度予算総額：約年度予算総額：約年度予算総額：約 3,6003,6003,6003,600万円万円万円万円

7,5007,5007,5007,500～～～～50,00050,00050,00050,000

円円円円

7,5007,5007,5007,500～～～～50,00050,00050,00050,000

円円円円

講習料
約120万円
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土佐土佐土佐土佐フードビジネスクリエーター（フードビジネスクリエーター（フードビジネスクリエーター（フードビジネスクリエーター（FBCFBCFBCFBC）人材）人材）人材）人材創出事業創出事業創出事業創出事業

修了生※¹

425名

受講地域

31/34
市町村

開発・

改良商品※３

80点

97％

受講

満足度※2

これまでの成果

※¹H28年度までの

修了生数

※３修了生アンケート

H26年度経済

波及効果※３

5.4億

平成28年度トピックス

平成29年度トピックス（予定）

・学外教室（高幡地域もしくは嶺北地域）の開講
・土佐FBCⅡ成果シンポジウムの開催

・土佐FBCⅢ（仮称）の検討

・食の６６６６次産業化プロデューサー（食Pro.）教育プログラム開講

・土佐FBCグローカルプログラムの実施（海外販路開拓）

・嶺北教室の開講

土佐土佐土佐土佐FBCFBCFBCFBC ×××× 【【【【教育教育教育教育】】】】

土佐土佐土佐土佐FBCFBCFBCFBC ×××× 【【【【修了生・受講生修了生・受講生修了生・受講生修了生・受講生】】】】

土佐土佐土佐土佐FBCFBCFBCFBC ×××× 【【【【他機関連携他機関連携他機関連携他機関連携】】】】

土佐土佐土佐土佐FBCFBCFBCFBC ×××× 【【【【商品開発商品開発商品開発商品開発】】】】

土佐土佐土佐土佐FBCFBCFBCFBC ×××× 【【【【研究研究研究研究】】】】
・共同研究２２２２件（馬路村活性化協議会、井上石灰工業）

・受講生・修了生の学会発表指導４４４４件（日本食品化学会他）

・課題研究・共同研究を通じ、７７７７件の商品開発（ex.常温流通可能なところてん他）

・高知県全域より、２７２７２７２７件の技術相談（ex.加工方法、品質管理他）

・高知県産業振興センターとの連携（食品加工機械装置に関する調査）

・高知県地産外商課との連携（土佐FBC倶楽部と連携）

・高知西高校スーパーグローバルハイスクール（SGH）との連携（講師派遣）

・株式会社フジとの連携（テストマーケティングの場）

・土佐FBC倶楽部３３３３回開催（セミナー形式、リカレント学習の場）

・各部会の創設・企画運営
（人材活用部会、地域貢献部会、商品開発部会）

※²H25-28受講生アンケート
「ほぼ期待通り」以上の回答率

土佐土佐土佐土佐FBCFBCFBCFBC ×××× 【【【【将来将来将来将来】】】】
・土佐FBCⅢビジョン懇談会２２２２回開催（ラウンドテーブル東京・ラウンドテーブル高知）
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6次産業化を担う 「地域協働型産業人材」 を育成

学生教育を通じた地域課題解決の全国モデル

入学定員入学定員入学定員入学定員

地
域

協
働

学
部

地
域

協
働

学
科

６０名６０名６０名６０名 少数少数少数少数精鋭教育精鋭教育精鋭教育精鋭教育

特色ある入試特色ある入試特色ある入試特色ある入試

高
知

大
学

高
知

大
学

専任教員は専任教員は専任教員は専任教員は24名名名名

学内資源の再配分学内資源の再配分学内資源の再配分学内資源の再配分

専任教員は専任教員は専任教員は専任教員は24名名名名

学内資源の再配分学内資源の再配分学内資源の再配分学内資源の再配分

フィールド実習フィールド実習フィールド実習フィールド実習 600時間時間時間時間

学年末関所（進級評価）学年末関所（進級評価）学年末関所（進級評価）学年末関所（進級評価）

地域での学習成果報告会地域での学習成果報告会地域での学習成果報告会地域での学習成果報告会

起業家育成、商品開発起業家育成、商品開発起業家育成、商品開発起業家育成、商品開発

ガバナンス改革ガバナンス改革ガバナンス改革ガバナンス改革

地域課題の解決

地域が求める新しい

産業人材を育成

↓↓↓↓

地方地方地方地方国立大学国立大学国立大学国立大学

フロントランナーフロントランナーフロントランナーフロントランナー

地域協働学部の先駆的特色地域協働学部の先駆的特色地域協働学部の先駆的特色地域協働学部の先駆的特色
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平成28年度評価結果

「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業委員会」による評価

（総合評価）

S：計画を超えた取組であり、現行の努力を継続することによっ

て本事業の目的を十分に達成することが期待できる。

【優れている点】
・地方総合大学の国立大学法人と地方公共団体の連携を進める場合の模範
となりうる取組であり高く評価できる。
・学長のリーダーシップの下、全学的な教育組織改革を行い、新学部（地域
協働学部）の設置、全ての学部が地域志向を念頭においたカリキュラム改革
をするなど、大学改革につなげており評価できる。
・地域に地域コーディネーターを配置し、それを有効に活用して課題解決に
つなげるなど、地元との連携が着実に図られており評価できる。

採択機関７６大学のうち、S評価は７大学（うち国立大学は本学含め４大学）
〔千葉大学、信州大学、岐阜大学、高知大学、兵庫県立大学、大分県立看護科
学大学、園田学園女子大学〕 11



地方創生の加速に向けて

• 教員：地域課題解決力の向上（例えば「地域
志向研究経費」の充実）

• 学生：地域協働教育の充実（地域実習の充
実に向けた場の構築）

• 地域：生涯学習の充実と「生涯活躍のまち」
構想とのリンク

• 地域の産業人材：中核人材育成プログラム
（例えば「6次産業」「観光人材」等）の拡充

Super Regional University（ＳＲＵ）
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ジオラマ（高知大学朝倉キャンパス）

ご清聴ありがとうございました。

13


